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オ ー ト ス プ レ ー カ ー (ハ ウ ス 内 自 動走行散布機) に よ る 散布
も と U ま お さ む

全農農業技術セ ン タ ー 農業機械研究部 本 島 修

は じ め に

我が国 の野菜生産の半分 は ， 施設栽培 に よ り 供給 さ れ

て お り ， 年々 そ の ウ エ イ ト が増 し て い る 。 ハ ウ ス の設置

面積 も 平成 3 年 ( 1991) 6 月 現在. 4 万 5 ， 034 ha と ， 元

年対比で 5%増 と 安定 し た 伸 び を 示 し て い る (表ー1) 。

し か し ， 施設栽培では， 露地栽培 に 比べ高温 ・ 多湿の

環境 と な る た め ， 病害虫 の発生が多 く な り や す く ， 高品

質でかつ収量 を確保す る た め に は， 防除作業が き わ め て

重要であ る 。 ま た ， 作物が伸張す る と 作業が し づ ら く ，

高温 ・ 多湿内 での重労働 と な る だ け でな く ， 作業者が農

薬被曝の危険 に た え ず さ ら さ れて い る 。

施設栽培 に お げ る 環境条件 は ， ①閉鎖系， 密植 に よ る

茎葉の過繁茂 な ど に よ り 高温多湿であ り ， そ の た め病害

虫特 に病害の発生が多 い， ②露地栽培 に比べ薬剤の使用

頻度が高 く な る こ と か ら ， 省力 かつ安全な施用法が求 め
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表 - 1 園芸用 ガ ラ ス 室， ハ ウ ス な ど の設置実薗積
(全国， 3 年 6 月 現在)

(単位 :ha， %) 

物 種 類 平成 3 年 3 年/元年

菜 861 . 5  2 . 4  
き 1 ， 062 . 1  4 . 2  
樹 208 . 0  ム2 . 9

2 . 131 . 6  2 . 8  

菜 33 . 972 . 1 3 . 0  
き 5 ， 415 . 4  19 . 1  
樹 5 ， 646 . 3  7 . 3  

45 . 033 . 8  5 . 2  

菜 6 ， 561 . 2  17 . 4  
き 833 . 3  31 . 3  
樹 4 ， 018 . 1  2 . 2  

1 1 ， 4 12 . 6  12 . 4  

菜 5 ， 304 . 1  62 . 3 
き 58 . 3  ム 2 . 0
樹

5 ， 362 . 4  62 . 3  

注) ト ン ネ ル に は生食用 か ん し ょ ， ばれい し ょ は含 ま れ な い 。

Control b y  Self-propelled Sprayer. By Osamu MOTO}IMA 

ら れ る ， ③閉鎖系 の た め ， ド リ フ ト な ど 目 的 区域以外の

影響 は考慮 し な く て も い い， ④風や雨の影響がな い こ と

か ら ， 薬剤 の移動が少 な し ガ ス 化 し た 薬剤が長時間滞

留す る ， な ど の特徴が あ る 。

各産地では， 施設栽精農家 の世代交代 の 時期 に 当 た っ

て お り ， 後継者 に よ る 施設改修や更新が行わ れて い る 。

こ れ ら は規模拡大 的 な 方向 に あ り ， よ り 機能的な施設へ

の転換が進 め ら れ て い る と み ら れ る 。 ハ ウ ス 内 防除法

も . r安全j. r簡便j. r省力j . r低 コ ス ト j の観点か ら ，

新 し い技術が取 り 入れ ら れて い る 。

I ハ ウ ス 内 防除法

ハ ウ ス 内防除の 主 な 方法 は ， 図-1 の よ う な も の が あ げ

ら れ る 。

1 噴霧法

最 も 多 く 用 い ら れて い る 方法で， 動力噴霧機 に よ る 液

剤の多量散布 (散布量 : 100�300 1/10 a ) で あ る 。 薬剤

の選択範囲 が広 い こ と ， 作物の 生育 に 応 じ た 散布量の調

節がで き る こ と な ど利点があ る 。 反面， 施設内 で は作業

し に く い う え に ， 散布時聞が長 く な る た め ， そ の 間作業

者が漂流す る 噴霧粒子 に さ ら さ れ， 安全面 か ら 難が あ

る 。 ま た ， 多量の水を使用す る た め ， 加湿状態 を ま ね き

病害の発生 を促進す る 場合 も あ る な ど， 欠 点、 も あ る 。

2 < ん煙法

省力的で し か も 安全性が高 い方法であ る 。 く ん煙剤 を

「噴籍法 〔噴霧機， ハ ウ ス 用 自 動走行噴霧機装置 な
| ど〕

液剤散布法ート ミ ス ト 法 〔 ミ ス ト 機〕
」定置配管法 〔定置配管1 (細錫散布 な ど)

霧 トー「常温煙霧法 (常温煙霧機)
同 」パル ス ジ ェ ッ ト 式煙霧法 〔 プル ス ホ ツ グ機な ど〕

「 自 燃式 く ん煙法 〔散布機不用〕
，加熱皿式
I ( サ ー チ式 〈 ん煙器〕

く ん煙式→ ‘ ム i電熱式」加熱式 く ん煙法→ ァ同 〔 ド ク タ ー ス モ ー ク な ど〕
」暖房器装着式

〔暖房機装着式 く ん煙器〕
蒸散法 (湿熱式 蒸散器〕
フ ロ ー ダ ス ト 法 〔背負形動力散粉機な ど〕

図 - 1 ハ ウ ス 内 に お け る 各種防除法

一一一 29 一一一



216 植 物 防 疫 第 48 巻 第 5 号 (1994 年)

加熱 し て 有効成分 を ガ ス 化 し ， 施設内全体 に拡散 さ せ る 限 ら れ て い る こ と が課題 で， 薬 剤 の 登録拡 大 が 望 ま れ

方法であ る 。 い く つ か の 方法が あ る が， いずれ も 夕 方施 る 。

設 を 密閉 し て 処理 し ， 翌朝戸 口 な ど を 開放 し て 換気す

る 。 水 を使わ ず に 薬剤 を 拡散 さ せ る 方式 の た め ， ハ ウ ス

内 を加湿 に し な い利点 も あ る が， 処理 に 熱 を必要 と す る

た め ， 使用薬剤が限定 さ れ る 。 ま た ， 液剤散布の噴霧法

に比べ， 作物の葉裏面への薬剤付着が十分 と は い え ず，

防除効果が十分でな い こ と があ る 。

3 蒸散法

約 400'C の 加熱水蒸気 に よ っ て 薬 剤 を 煙化 す る 方 法

と ， 濃厚薬剤 を 噴霧 し た と こ ろ へ加熱水蒸気を送 り 込ん

で拡散 さ せ る 方 法 と が あ る 。 く ん煙法 と 原理 は 同 じ だ

が， 比較的温度が低 い た め有効成分の熱分解が少 な い反

面， や は り 適用農薬があ る 程度 限定 さ れ る 。 ま た ， 設備

費の面で経済的 に や や劣 る と い わ れて い る 。

4 フ ロ ー ダ ス ト 法

極微細 な粉剤， フ ロ ー ダス ト 剤 を 動力散布機 を 用 い て

施設外か ら 散布す る 方法であ る 。 き わ め て 省力 的で， 10 

a 当 た り 300�500 g の粉剤 を 3�5 分で散布す る こ と が

で き る 。 有効成分 を加熱 し な い で散布す る た め ， 一般 に

使用 さ れ て い る ほ と ん ど の 薬 剤 に 適用 す る こ と が で き

る 。 作業 は， く ん煙法 と 同様 に 夕 方散布密閉 し ， 翌朝開

放す る 。

5 煙察法

少量散布法の一種で， 煙霧機で薬剤 を微粒化 し施設内

に主主散 さ せ る 方法であ り ， 次の二種類があ る 。

( 1 )  燃焼煙霧法

パ ル ス ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン を利用 し た煙霧機 を 用 い る 散
布方法で， 施設外か ら 薬剤 を ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン の排気ガ

ス を利用 し て煙霧化 し， 拡散 さ せ る 。 散布量 は 3�6 1/10 

a を標準 と し て い る の で， 慣行の 10 倍程度 の濃厚少量
散布 と な る 。

安全性が高 く ， 散布時間 も 短い た め省力 的であ る が，

装置が高価で， 騒音が大 き い 欠点、が あ る 。

( 2 ) 常温煙霧法

煙霧機 を施設内 に設置 し ， コ ン プ レ ツ サ ー の圧縮空気

を利用 し て薬液 を煙霧化， こ れ を送風機 の働 き で拡散 さ

せ る 方法であ る 。 散布量 は 3�6 1/1O a と 慣行の 10 倍程

度の濃厚少量散布 に な る た め ， 湿度上昇に よ る 問題がな

く ， 夕 方散布で も 夜間の過冷却の心配が な い 。 ま た ， 送

風機か ら 直接噴霧す る 方式 と ， ダ ク ト ホ ー ス を使用 し て

噴霧す る ダ ク ト 散布法が あ り ， 作物やハ ウ ス 形状 に よ っ
て選択す る 。

安全性が高 く ， 施設栽培の特徴 を上手 に利用 し た散布

方法で， 普及が期待 さ れ る 。 し か し ， 散布で き る 薬剤が

E 自 走無人噴霧機

さ て ， 慣行散布法であ る 噴霧法 は ， 登録薬剤 も 多 く 農

家 も 使い な れて い る た め ， こ の 方式 に よ る 無人散布法が

望 ま れて い た 。

動力噴霧機 を利用 し た 無人散布法 と し て ， 自 動走行噴

霧機 (以下， オ ー ト ス ブ レ ー カ ー) ， 細霧散布法 ( 固定配

管式， 配管移動式) な どが実用 化 さ れ て い る 。

な か で も オ ー ト ス ブ レ ー カ ー は， 平成元年 (1989) に

市販 さ れ て 以 降， 最近で は マ イ コ ン制御機構搭載 に よ

り ， 無人防除が可能 な技術 と し て ， 本格普及段階 に 入 つ

た 。

こ の機械 は ， 動噴 に よ る 慣行散布 を ， バ ッ テ リ ー を 動

力源 と し た 走行 ロ ボ ッ ト に よ り ， う ね溝 を 自 動走行 さ せ

無人化 し た も の で あ る 。 こ れ ま で手持 ち の動噴 と 薬液 タ

ン ク が使用 で き る た め ， 農家 は走行 ロ ボ ッ ト 部 の み の 購

入で， 誰で も 簡単 に し か も 安全 に 対応で き る 。

走行 ロ ボ ッ ト 部 は ， 散布用 ノ ズ ル (立型， 水平型， む

か で 型 な ど ) と ホ ー ス 自 動巻取 り 装置 を 搭載 し た も の

で， 自 走 し て対岸 に い た る と ， 機体 に と り つ け ら れた セ

ン サ ー ( タ ッ チ セ ン サ ー ， マ グ ネ ッ ト セ ン サ ー な ど) の

働 き で前後進が 自 動的に切 り 替わ り ， ホ ー ス を巻 き と り

な が ら 戻 っ て く る 。 車輪幅 は普通の ハ ウ ス う ね間 に あ わ

せ， し か も 低重心で設計 さ れ て お り ， う ね間約 40 cm (機

種 に よ り 30�60 cm) う ね高 さ 5 cm あ れ ば十分 で あ る

が， 狭す ぎ る と 安定走行が で き ず転倒 す る お そ れが あ

る 。 ハ ウ ス 内 での動作 を ラ ン プや ブザー で確認で き る 機

構や， ノ ズ lレ の 引 っ か か り や噴霧圧力減少 な ど の 異常時

に は ， 自 動停止す る 安全機能の付 い た 機種 も でで き て お

り ， ハ ウ ス 内がみ え な い こ と に よ る 散布 ミ ス の 心配 は な

く な っ て い る 。

さ ら に 最近 で は ， 作物適用性の拡大や， さ ら に 無人化

に 近 づ け る た め ， マ イ コ ン 制御装置搭載型 に な っ て お

り ， う ね間移動 に は 半 自 動 ・ 全 自 動の搬送装置 も 用意 さ
れ省力化が図 ら れ る よ う に な っ て い る 。

皿 構造概要

当研究部では， 新製品 の購買条件設定 に さ い し て ， 現

物確認調査 を 実施 し， 機能確認 を 行 っ て い る 。 マ イ コ ン

制御装置搭載型 に つ い て 2 銘柄 2 型式実施 し て お り ， そ

の概要 を紹介 し た い。

調査機の仕様 は表ー2 の と お り で あ る 。
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表 - 2 調査機の仕様

よくと A B 

寸法
(L * W * H) mm 1255 * 440 キ 800 1165 * 455 * 740 

重量 kg
101 (バ ッ テ リ 含む， 76  (バ ッ テ リ ， ノ ズ
ノ ズ ル除 く ) Jレ除 く )

常時 フ ロ ン ト ド ラ イ
4 輪駆動 フ ロ ン ト ド

方式 プ， ワ ン ウ ェ イ ク ラ
ツ チ の差動装置付

ラ イ プ走行

2 段

前進
3 段 (平均往復 H : 0 . 6) 
(0 . 51 0 . 45 0 . 35) (平均往復 L : 0 . 5) 

走
行部速度 (平均片道 : 0 . 6) 

m/sec 2 段

後進
3 段 (平均往復 H : 0 . 6) 
(0 . 49 0 . 44 0 . 34)  (平均往復 L : 0 . 5) 

(平均片道 : 0 . 45) 

連続走行

タ イ ヤ呼称 3 . 00-4 3 . 50-4 

ホ 方式 自 動整列巻取 自動並列巻取

ス ホ ー ス 内径 × 長 8 . 5 mm X 100 m 8 . 5 mm x 60 m  
巻
取 巻取速度調節 ト ル ク リ ミ ッ タ ト ル ク リ ミ ッ タ

形式
4 段 8 頭 口 ( ス ト ッ 4 段 8 頭 口 ( ス ト ッ
プパル プ内蔵) プパル プ内蔵)

標準 噴霧圧力 15�25 kg/cm' 20 kg/cm' 
ノ
ズ

吐出量 I/min
0 . 8 ( ノ ズ ル I 個 当 た

ノレ 8 . 0�10 . 4  
り )

散布量 1/10 a 200�550 1 19�305 

散布方式 往復， 往 の み ， 復 の み 往復， 復 の み

前後進切替
タ ッ チ セ ン サ (前→ 反転用 ク イ に よ り 切

セ 後 の み ) 替‘ / 
サ

停止
マ グ ネ ッ ト セ ン サ

手動
(後)

モ ー タ 24V-45W (I 個) 24 V-45 W ( I 個)

ノ f ッ テ リ 36B20L (2 個)
36B20R ま た は
38B20R (2 個)

1 A 社機の概要

モ デルチ ェ ン ジ に よ っ て制御系 に マ イ コ ン を使用 し，

オ ペ レ ー タ ー の作業性， 安全性 を 考慮 し た 新機能が付加

さ れた 。

( 1 ) 1 台 の モ ー タ で走行及 び ホ ー ス 巻 き 取 り を す る

省電力設計であ る 。

( 2 ) ス タ ー ト は， オ ペ レ ー タ ー に 薬液がかか ら な い

よ う に ， ボ タ ン操作の 2 秒後 と し た 。 ま た ， 停止 は マ グ

ネ ッ ト セ ン サ ー と マ グ ネ ッ ト マ ー カ ー に よ り ， 走行， 噴

霧 と も 自 動停止す る 。

( 3 ) ト ル ク 制御 に よ り 安定 し た 走行速度が得 ら れ，

P W M (pulse width modulation) 制御 に よ っ て ， 走行速

度の 3 段変速 と ， 長時間 の安定 し た 作業が可能 で あ る 。

( 4 ) 散布 モ ー ド は ， 往復， 往の み， 復 の み の選択が

で き ， 散布 し て い な い場合 は ， 速度設定 に 関係 な く 高速

走行 と な る た め ， 能率的 な作業が可能 に な る 。

( 5 ) 転倒セ ン サ ー に よ り ， 万一転倒 し た 場合で も ，

走行 と 噴霧 は 自 動停止 し て ， 警報 ブザー が な る な ど， 安

全 に対す る 配慮 も な さ れて い る 。

2 B 社機の概要

モ デル チ ェ ン ジ に よ っ て 制御系 に マ イ コ ン を使用 し ，

防除作業 の な お一層の性能向上 を 図 っ た 。

( 1 )  操作 ス イ ッ チ を ハ ン ド ル部 に 集 中 さ せ た こ と ，
全長 を短 く し ハ ウ ス 内 での 作業性 を 向上 さ せ た こ と ， バ

ッ テ リ ー チ ェ ッ カ ー の搭載 な ど に よ り ， 取 り 扱 い操作性

を 向上 さ せ た 。

( 2 ) マ イ コ ン搭載 に よ り ， 前進 2 段変速 (0 . 6， 0 . 5  

m/ 秒) の 往復散布， 片側散布 ( 往 0 . 6 m/秒， 復 0 . 45
m/秒) を 可能 に し た 。

( 3 ) 往復走行切 り 替 え は， う ね の 先端 に セ ッ ト し た

杭 に パ ン パ ー が接触 し ， 後進 モ ー ド へ の 切 り 替 え を 行

つ 。

( 4 ) 一体型 カ バー を採用 し た こ と に よ り ， 工具 な し

でカ バー オ ー プ ン が行 え ， バ ッ テ リ ー交換 ・ 点検整備性

が良好で あ る 。

( 5 ) 転倒セ ン サ ー ， 散布圧力低下セ ン サ ー に よ り ，

通常散布が不可能 に な っ た 場合 は ， 走行， 散布が停止す

る な どの安全 に対す る 配慮、 も な さ れて い る 。

こ の よ う に ， オ ー ト ス ブ レ ー カ ー と し て の基本構造 は

各社同一であ り ， モ デル チ ェ ン ジ し た 製品 に つ い て は，

走行速度変速が採用 さ れ， 作物量 な ど に 応 じ た 散布量の

調節が容易 と な っ て い る 。

連続走行試験結果で は ， フ ル充電での走行時聞 は 約 14

�16 時間， 走行距離 は 時間換算で約 26�38 km で あ っ

た 。 ま た ， 走行速度 も ， 噴霧の有無， 経過時間 に 関係 な

く ほ ぽ一定 であ っ た 。 ホ ー ス 張力 も ほ と ん ど な か っ た 。

こ の結果 は， 走行時間 に つ い て は初期製 品 の 数倍の値で
あ り ， 省電力化が図 ら れて い る 。 ま た ， マ イ コ ン に よ る

速度制御 も 効果 を発擬 し て い る と い え る 。

反転時衝突加重 は ， 衝突時 に ブ レ ー キ を 作動 さ せ る か

否かで差が あ っ た 。 作業 に 当 た っ て 取 り 扱 い に 注意すべ

き 点であ る 。

取 り 扱い操作性 は ， マ イ コ ン制御 に よ り ， 良好で あ る
こ と が認め ら れた 。
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表 - 3 無人化の必要 を感 じ る 作業 表 - 5 ロ ポ ッ ト に さ せ た い 農作業

回答数 | 防除 | 耕転 | 収穫 | 播種 | 運搬 | そ の他

竺�竺笠
経営作 目 別 で は ， 防除 は 施設園芸が 57% . 畑作 48% . 水 田 作
40%. 果樹 42%. 畜産 37% と な っ て い る 。

表 - 4 無人化の必要性 を感 じ る 場面

2o I 9 I 8 I 6 I 4 I 4 I 3 I 12 

闘場作業 ロ ポ ッ ト が開発 さ れた ら ど ん な作業 を さ せ た い か “必要性 を
感 じ る " と 答 え た 農家。

回答数
高精度 ま た ， オ ー ト ス プ レ ー カ ー の普及 に よ り ， ハ ウ ス 内無

作業 人防除 に つ い て 改 め て 農家 の関心がわ き ， 無人散布装置

446 I 25% I 18 I 18 I 13 I 13 I 10 I 3 と し て普及 さ れて い る 常温煙霧機 に つ い て も 効果が見直

経営作 目 別 で は ， 最 も 必要性 を感 じ る “危険な作業" は施設園芸で さ れて い る 。
40%. 水田作 24%. 畑作 22%. 畜産 20%. 果樹 0% と な っ て い る 。 (社) 日 本農業機械化協会が 自 動化 に 関す る 農家 の意識

点検整備性 も 特 に 問題 は な か っ た が， 長時間作業 を考

え ， バ ッ テ リ ー を簡単 に 積み替 え ら れ る 構造 に な っ て い

る 型式が便利で あ っ た 。

お わ り に

最近， さ ら に マ イ コ ン技術 を応用 し た 新型機 も 登場 し

て い る 。 光セ ン サ ー で う ね を検知 し， 無人往復走行 し な

が ら ， 設定 さ れた う ね数の 防除が終わ る と ス タ ー ト 地点、

に戻 り 停止す る 完全無人防除可能 な も の で あ る 。

(20 ペ ー ジ よ り 続 く )
鈴木 修氏 (農薬検査所検査第一部技術調査課資材調査

係長) は 同上課併任 に
阿部清文氏 (横浜植防業務部国際第二課) は向上課併任

白 井健次氏 (植物防疫課課長補佐 (庶務班担当) ) は総務
課課長補佐 (管理班担当) に

森田征士氏 ( 向上課課長補佐 (農薬第二班担当 ) ) は農薬
検査所検査第二部残留農薬検査課長 に

田村秀雄氏 ( 向上課庶務班総務係長) は 中 国四 国農政局
出 向 (総務部総務課課長補佐 (事務改善) に )

大村克己氏 ( 向上課検疫第一班調整係長) は横浜植防業
務国際第一課防疫管理官 に

小畠恒夫氏 (向上課農薬第一斑企画調整係長) は農薬検
査所検査第二部農薬残留検査課残留検査第一係長 に

松原 ま ゆ み ( 同上課) は肥料機械課庶務班庶務係文書主
任に

大友哲也氏 ( 中 国 四 国農政局生産流通部農産普及課課長
補佐 (水田営農活性化) は 農産課付 に

村川 昇氏 (農業者大学校教育指導官) は果樹花 き 課農
蚕園芸専門官 に

金子 蔵氏 (農林水産研修所農業技術研修官技術研修課
長) は普及教育課課長補佐 (庶務班担当 ) に

大出恵司氏 (企画課総務班庶務係長) は総務課予算会計
班予算第二係長 に

長谷川 清氏 (蚕業課庶務班会計係長) は種首管理セ ン タ
一鹿児島農場会計係長 に

上北勝広氏 (農産課農業振興班振興係長) は環境庁 出 向
(水質保全局土壌農薬課長薬調査係長 に )

農薬検査所 (3 月 16 日 付)
山 内淳司氏 (検査第一部毒性検査課長) は検査第一部企

調査 を と り ま と め て い る が， こ れ に よ る と ， 無人防除 を

強 く 望 ん で い る の がわ か る (表-3�5) 。 ハ ウ ス 農家 は現

行の 防除作業 を 「危険 な作業j と す る 意識が強 く ， 無人

化 ・ ロ ボ ッ ト 化への期待が大 き い。

機械の ロ ボ ッ ト 化の研究 は 多 方面で進め ら れて お り ，

こ れ ら が実用化 さ れれば， r過酷 な労働か ら の 解放」 だ け

でな く ， よ り 高精度， 高能率 な作業が簡単 に で き ， r わ ず

ら わ し さ か ら の解放」 も 可能 に な る 。

し か し ， 散布可能な薬剤が限定 さ れ る な ど， 機械だ け

で は解決で き な い課題 も あ り ， さ ら に機械， 農薬両面か

ら の技術開発が期待 さ れ る 。

画調整課長 に
正垣優氏 (農薬審査官) は検査第一部毒性検査課長 に
石川 光一氏 (検査第一部企画調整課長) は 食糧庁 出 向

(長官官房監査課監査室へ)
(4 月 1 日 付)
森田征士氏 (植物防疫課課長補佐 (農薬第二班担当 ) ) は

検査第二部農薬残留検査課長 に
小野 仁氏 (横浜植防調査研究部害虫課長) は 農薬審査

官 に )
前島 勇氏 (検査第二部農薬残留検査課長) は横浜植防

東京支所次長 に
金子圭一氏 (検査第一部毒性検査課検査管理官) は検査

第二部農薬残留検査課検査管理宮 に
平松 勲氏 (検査第二部化学課第 4 係長) は検査第一部

企画調整課連絡調整係長 に
大倉登美夫氏 (検査第一部企画調整課取締企画係長) は

検査第一部毒性検査課毒性係長 に
西津幸夫氏 (検査第二部化学課第二係長) は検査第一部

技術調査課障害生物調査係長 に
伊藤和男氏 (検査第二部農薬残留検査課残留検査第 4 係

長 に
高橋秀一氏 (横浜植防東京支所) は検査第二部化学課第

2 係長 に
小畠恒夫氏 (農蚕園芸局植物防疫課農薬第一班企画調査

係長) は検査第二部農薬残留検査課残留検査第 I 係長

鈴木 修氏 (検査第一部技術調査課資材調査係長) は植
物防疫課併任 に

荒巻敦史氏 (検査第二部生物課) は検査第一部毒性検査
課へ

(41 ペ ー ジ に 続 く )
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